
 

 

 

１．日  時：令和７年５月３０日（金）１５：３０～１７：３０ 

 

２．場  所：広島合同庁舎２号館７階共用５号会議室 

 

３．出席委員：部会長 半井 健一郎 広島大学大学院先進理工系科学研究科教授 

       委 員 力石 真   広島大学大学院先進理工系科学研究科教授 

       委 員 前川 秀雅  弁護士 

委 員 田中 聖三  広島工業大学工学部環境土木工学科准教授 

 

４．議事次第 

 添付資料のとおり 

 

５．審査対象業務一覧 

  添付資料のとおり 

 

６．審議における主な意見の概要 

 

【業務審査】 

○全体説明  

〈令和７年度山陰地区公共事業労務費調査業務〉 

〈令和７年度山陽地区公共事業労務費調査業務〉 

〈令和７年度３次元データを用いた施工管理検討業務〉 

〈令和７年度広島湾再生行動計画（第二期）推進検討業務〉 

 

・特になし 

 

 

○個別説明  

〈令和７年度かわまちづくりの推進に関する調査検討業務〉 

 

・業務概要に関する質問あり 

→業務概要に関する質問に回答 

 

・技術提案書の評価項目に関する質問あり 

→技術提案書の評価項目に関する質問に回答 

 

 

審査対象業務について了承された。 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第一部会（第２回）開催結果の概要 



【工事審査】 

○全体説明 

〈令和７年度西古松合同庁舎建築その他改修工事〉 

 ・特になし 

 

〈令和７年度西広島バイパス明治橋高架橋外鋼下部工事〉 

 

・評価項目に関する質問あり 

→評価項目に関する質問について回答 

 

 

○個別説明 

〈令和７年度西広島バイパス観音橋高架橋鋼下部工事〉 

 

・評価項目に関する質問あり 

→評価項目に関する質問について回答 

 

〈令和７年度西広島バイパス観音橋高架橋第１下部工事〉 

 

・評価項目に関する質問あり 

→評価項目に関する質問について回答 

 

 

審査対象工事について了承された。 

 

－以上－ 



               日 時：令和７年５月３０日（金）１５：３０～ 

場 所：広島合同庁舎２号館７階共用５号会議室 

 

令和７年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第２回） 
 

議 事 次 第 

 

 

１．開  会 

２．議  事 

【業務関係】 

１）審査対象業務の全体説明                      [資料－１]  

 

２）審査対象業務の個別説明                      [資料－２] 

 

 

【工事関係】 

３) 審査対象工事の全体説明                [資料－３] 

 

４）審査対象工事の個別説明                 [資料－４] 

 

 

３．閉  会 
 

 

 

 次回（令和７年度 第３回）予定 

                     日 時：令和７年６月２７日（金）１５：３０～ 

場 所：広島合同庁舎２号館７階共用５号会議室 



審査対象業務一覧表

◆公示前審査　・・・・・・・・・・・・・・・・　３件

(１) 総合評価落札方式・・・・・・・・・・・・　３件

【簡易公募型】

土木関係建設コンサルタント業務 令和７年度山陰地区公共事業労務費調査業務

土木関係建設コンサルタント業務 令和７年度山陽地区公共事業労務費調査業務

土木関係建設コンサルタント業務 令和７年度施工パッケージ積算基準改定案検討業務

◆特定・入札前審査　・・・・・・・・・・・・・・・・　３件

(１) プロポーザル方式・・・・・・・・・・・・　３件

【簡易公募型】

土木関係建設コンサルタント業務 令和７年度３次元データを用いた施工管理検討業務
本業務は、３次元データ及びデジタル技術の活用による建設現場の省人化や作業効率向上の効果を検証し、ＩＣＴ施工の更なる普及展
開を目的とした活用事例集及び活用手引き案の作成を行うものである。

土木関係建設コンサルタント業務 令和７年度広島湾再生行動計画（第二期）推進検討業務
本業務は、広島湾の良好な環境の保全・再生を目指し、平成２９年３月に策定された「広島湾再生行動計画（第二期）」（以下「第二期計
画」という）を推進するための検討及び第二期計画のフォローアップを行うとともに、次期広島湾再生行動計画の検討を行うものである。

● 土木関係建設コンサルタント業務 令和７年度かわまちづくりの推進に関する調査検討業務
本業務は、河川空間とまち空間が融合し、賑わいあるまちづくりによる地域活性化に資する良好な空間形成を目指す取組を促進するた
め、必要な仕組みや連携方策について調査検討を行い、全国のかわまちづくり計画策定に資する技術資料を作成するとともに、かわま
ちづくりを通じて新たな社会課題に対応した制度のあり方についての方針を検討するものである。

●：重点審査案件

業種種別 業　務　名 業　　務　　概　　要

業種種別

評　価　テ　ー　マ

業　務　名

かわまちづくり計画登録の推進に向けた検討を行う
上での留意点について

ＩＣＴ施工未経験会社へＩＣＴ施工（３次元データの活用
含む）の普及促進を行う上での着眼点

次期計画の検討手法に関する着眼点



◇総合評価落札方式（簡易型）　公示前審査業務一覧表　令和7年5月30日総合評価審査委員会(第一部会）

 

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

若
手
技
術
者

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

若
手
技
術
者

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

C
P
D

令和７年度
山陰地区公共
事業労務費調
査業務

令和７年度
山陽地区公共
事業労務費調
査業務

令和７年度
施工パッケージ
積算基準改定
案検討業務

9.5

5 9.5 0.5

9 20.5

0.5

3 企画部

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

本業務は、令和８年度の積算に適用させるた
め、既存の施工パッケージ標準単価等の改訂
に向けた検討を行い、改定案の作成を行うも
のである。

１０以上
８１未満

1

簡易公募型競争入
札（総合評価落札方

式：簡易型）
2 企画部

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

本業務は、中国地方整備局管内山陽地区（岡
山・広島・山口）の公共事業に従事する建設労
働者の賃金を職種別に調査し、当局が発注す
る工事に用いる労務単価の基礎資料を得るも
のである。

１０以上
８１未満

6月6日

- 30 5

4 64

企画部

土木関係
建設コン
サルタン
ト業務

本業務は、中国地方整備局管内山陰地区（鳥
取・島根）の公共事業に従事する建設労働者
の賃金を職種別に調査し、当局が発注する工
事に用いる労務単価の基礎資料を得るもので
ある。

１０以上
８１未満

6月6日
簡易公募型競争入
札（総合評価落札方

式：簡易型）

6月6日
簡易公募型競争入
札（総合評価落札方

式：簡易型）
30 12 6 6 610 1 12 2 19 2 30

5

5 9.5 - 30 5 50 4 9 2 30 5 50

5 50- 30 5 50 4

4 64

30

4

適否

適否 4

30 4 64

4 10 1 12 2 1 30 18 - 12 - 30

30 18 -50 4 2

合
　
　
計

登
録
等
の
有
無

地
域
貢
献
度

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

管理
技術者

管理
技術者

管理
技術者

管理
技術者

成績・表彰

小
　
　
計

業
務
理
解
度

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

工
程
計
画
の
妥
当
性

賃上
げ

小
　
　
計

資格・実績 資格・実績

1適否 12 -

予定管理技術者※

実
施
体
制
の
妥
当
性

合
　
　
計

配置予定技術者※

業
務
に
関
す
る
知
識

実施方針

30 5 50

成績・表
彰

資格・実績

小
　
　
計

10 1 12

No
部
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

業
務
規
模

（
百
万
円

）

公
示
予
定
日

入
札
契
約
方
式

入札参加者選定における評価の配点 落札者選定における評価の配点

参加表明者

小
　
　
計

成績・表
彰

小
　
　
計

同
種
類
似
実
績

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
促
進

賃
上
げ
の
表
明



◇プロポーザル方式（簡易公募型）　特定前審査業務一覧表　令和7年5月30日総合評価審査委員会(第一部会）

予定管理（主任）技術者

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

C
P
D

与
条
件
と
の
整
合

着
眼
点
等
が
適
切
か
つ
論
理
的

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

令和７年度
３次元データを用いた施工管理検
討業務

令和７年度
広島湾再生行動計画（第二期）推
進検討業務

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

業
務
規
模

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書）

参加表明者

合
　
　
計

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

資格・実績

小
　
　
計

資格・実績 成績・表彰

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

配置予定技術者 実施方針

小
　
　
計

業務
理解
度

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

工
程
計
画
の
妥
当
性

合
 
 

計

実現性

小
計

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

テ
ー
マ
内
容

業
務
に
関
す
る
知
識

小
　
　
計

評価テーマ

2

5 30

No

企画部

成績・表彰 資格・実績 成績・表彰

的確性

1 企画部

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
促
進

0.5

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

土木関係建
設コンサルタ

ント業務

本業務は、広島湾の良好な環境の保全・再生を目
指し、平成２９年３月に策定された「広島湾再生行動
計画（第二期）」（以下「第二期計画」という）を推進
するための検討及び第二期計画のフォローアップを
行うとともに、次期広島湾再生行動計画の検討を行
うものである。

本業務は、３次元データ及びデジタル技術の
活用による建設現場の省人化や作業効率向
上の効果を検証し、ＩＣＴ施工の更なる普及展
開を目的とした活用事例集及び活用手引き案
の作成を行うものである。

土木関係建
設コンサルタ

ント業務

簡易公募
型プロポー
ザル方式

簡易公募
型プロポー
ザル方式

0.5

１０以上
８１未満

１０以上
８１未満

5 50

4月1日

4月7日
適
否

100

5 9.5 30 5 50 5 10 30 5 50
適
否

100

30 5 509.5 5 10 5 23

3 7 12 2 1 25 8 5 5 5 23

3 7 12 2 1 25 8 5 5

ＩＣＴ施工未経験会社
へＩＣＴ施工（３次元
データの活用含む）
の普及促進を行う上

での着眼点

次期計画の検討手法
に関する着眼点

14 14 12 12 52 100

14 14 12 12 52 100



◇プロポーザル方式（簡易公募型）　特定前審査業務　重点審査案件　令和7年5月30日総合評価審査委員会(第一部会）

予定管理（主任）技術者

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

C
P
D

与
条
件
と
の
整
合

着
眼
点
等
が
適
切
か
つ
論
理
的

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

令和７年度
かわまちづくりの推進に関する
調査検討業務 5 23

かわまちづくり計画登録の推
進に向けた検討を行う上での
留意点について

14 100521214 125
適
否

10050 3 7 12 2 1 25 8 554月1日
簡易公募型プ
ロポーザル方

式
5 10 - 30 5 50 5 10 30

１０以上
８１未満

本業務は、河川空間とまち空間が融合し、賑わ
いあるまちづくりによる地域活性化に資する良
好な空間形成を目指す取組を促進するため、
必要な仕組みや連携方策について調査検討を
行い、全国のかわまちづくり計画策定に資する
技術資料を作成するとともに、かわまちづくりを
通じて新たな社会課題に対応した制度のあり
方についての方針を検討するものである。

1 河川部
土木関係建
設コンサルタ
ント業務

テ
ー

マ
内
容

業
務
に
関
す
る
知
識

小
　
　
計

評価テーマ

小
　
　
計

業務
理解
度

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

管理技術者 管理技術者

登
録
等
の
有
無

同
種
類
似
実
績

女
性
活
躍

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

No

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

配置予定技術者

業
務
概
要

業
務
規
模

（
百
万
円

）

公
示
日

入
札
契
約
方
式

技術提案書提出者の選定における評価の配点（参加表明書）

参加表明者

合
　
　
計

資格・実績 成績・表彰

小
　
　
計

資格・実績

実施方針

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）

合
 
 

計

資格・実績 成績・表彰

小
計

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

工
程
計
画
の
妥
当
性

成績・表彰

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

的確性 実現性



【審査対象工事一覧表　総括表】

◆第2回　総合評価審査委員会　第一部会　審査対象工事件数･･････全4件

【　公告前審査　総括表　】

◆公告前審査（評価項目・加算点の審査）　2件
【技術提案評価型（ＳⅡ型）】（施工体制確認型）・・・・・・1件

鋼橋上部工事 令和
レイワ

７年度
ネンド

西広島
ニシヒロシマ

バイパス観音橋
カンオンバシ

高架橋
コウカキョウ

鋼
コウ

下部
カブ

工事
コウジ

94.5

【施工能力評価型Ⅱ型）】（施工体制確認型）・・・・・・1件

暖冷房衛生設
備工事 令和

レイワ

７年度
ネンド

西古松
ニシフルマツ

合同
ゴウドウ

庁舎
チョウシャ

建築
ケンチク

その他
タ

改修
カイシュウ

工事
コウジ

73

●：重点審査案件

【　入札前審査　総括表　】

◆入札前審査（技術提案等の審査）　2件
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）・・・・・・2件

～5者 6～10者 11者～

一般土木工事 令和
レイワ

７年度
ネンド

西広島
ニシヒロシマ

バイパス観音橋
カンオンバシ

高架橋
コウカキョウ

第
ダイ

１下部
カブ

工事
コウジ

95 ○

鋼橋上部工事 令和
レイワ

７年度
ネンド

西広島
ニシヒロシマ

バイパス明治橋
メイジバシ

高架橋
コウカキョウ

外
ホカ

鋼
コウ

下部
カブ

工事
コウジ

94 ○

●：重点審査案件

ニューマチックケーソン
本体の品質・耐久性向
上に関する施工計画

総合的コスト縮減

鋼製橋脚に係る品質・
耐久性向上に関する施

工計画

競争参加者数

ニューマチックケーソン
基礎工における生産性
向上に関する施工計画

生産性の向上

-
鋼製橋脚工における生
産性向上に関する施工

計画

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点）

-

-

社会的要請への対応

-

工事目的物の性能・機能等

●

工種

-
鋼製橋脚に係る品質・
耐久性向上に関する施

工計画
-

評価項目（技術提案）

鋼製橋脚工における生
産性向上に関する施工

計画

工事名

生産性の向上

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点）

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点） 総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応
評価項目（技術提案）

●

工種 工事名

工種 工事名



◆第２回総合評価審査委員会　第一部会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（ＳⅡ型）】（施工体制確認型）

④ ⑤
ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） ア） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

Ｗ
Ｔ
Ｏ

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

施
工
状
況
に
お
け
る
安
全
対
策
の

評
定
点

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管

理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰
企
業
の
活
用

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用
促
進
型

有
用
な
新
技
術
の
活
用

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

中
国
地
整
管
内
に
お
け
る
工
場
製
作

維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

若
手
技
術
者
育
成
型

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

若
手
・
女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

設
計
照
査
技
術
者
の
配
置

舗
装
施
工
監
理
技
術
者

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み

賃
上
げ
の
実
施

評価内容１ 評価内容２

鋼製橋
脚に係
る品質・
耐久性
向上に
関する
施工計
画

31.5 60.0

審査対
象部会
（回）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
案
件

No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課

①施工体制評価点

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
　
別

工　事　概　要

工事の特性

（評価項目設定の妥当
性が判断できる工事内
容や特性をわかりやすく

記載すること）

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
合
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

備
　
　
考

合
　
計

4.04.0

鋼
橋
上
部
工
事

－

橋
梁
下
部

本工事は、一般国道２
号西広島バイパスのう
ち、広島県広島市中区
舟入本町～広島市西区
観音本町地内における
橋梁下部工事である。

工事延長　L=280m
橋梁下部　　　　　　1式
鋼製橋脚　　　　　　3基
（P44,P46,P47）

30.0 28.5

鋼製橋
脚工に
おける
生産性
向上に
関する
施工計
画

○ 1

広
島
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

○

令和
れいわ

７年度
ねんど

西広島
にしひろしま

バイパス観音
かんおん

橋
ばし

高
こうか

架橋
きょう

鋼
こう

下部
かぶ

工事
こうじ

本
官

－ ○ 94.5

鋼製橋脚は、上部構
造を確実に支持し、そ
の力を確実に下部構
造へ伝える非常に重
要な役割をもつ構造
物である。そのため、
施工の条件や施工時
の状態を考慮したうえ
で、所要の品質が確
保されるように適切に
施工する必要がある。

7 ○

一
般
競
争

15.0 15.0 64.5

技
術
提
案
評
価
型
（
Ｓ
Ⅱ
型
）

○

②加算点
賃上げの実施

加
算
点
合
計
②

①技術提案

合
　
計

技術提案 WLB

合
　
計

0.5 0.5

施工能力等

合
　
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等





◆第２回総合評価審査委員会　第一部会　入札前審査対象工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

④ ⑤
ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） チ） ツ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） ア） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

Ｗ
Ｔ
Ｏ

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

施
工
状
況
に
お
け
る
安
全
対
策
の

評
定
点

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー

ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管

理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

週
休
2
日
履
行
実
績

週
休
2
日
実
施
宣
言

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

中
国
地
整
管
内
の
工
場
に
お
け
る
製

作 維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

若
手
技
術
者
の
配
置

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

設
計
照
査
技
術
者
の
配
置

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

取
り
組
み

賃
上
げ
の
実
施

審査対
象部会
（回）

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
案
件

No.

事
務
所
名

区

分

局
担
当
課

①施工体制評価点

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種

別

工　事　概　要

工事の特性

（評価項目設定の妥当
性が判断できる工事内
容や特性をわかりやすく

記載すること）

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
合
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

備

考

③配置予定技術者の能力等

合

計

施工能力等

合

計

②企業の能力等
WLB

合

計

1.0 1.0

②加算点

4.04.0

4.0 4.0

30.0 15.0 15.0 65.0

本工事は、一般国道２
号西広島バイパスのう
ち、広島県広島市中
区舟入本町～広島市
西区観音本町地内に
おける橋梁下部工事
である。

工事延長　L=180m
橋梁下部　 1式
RC橋脚工 4基
（P46R,P46L）
（P47R,P47L）

ニューマチックケーソ
ン基礎の施工は、ケー
ソン本体の構築、掘
削、沈設が逐次行わ
れることから、ケーソ
ン本体に作用する力
が施工中に逐次変わ
る。そのため、施工の
条件や施工時の状態
を考慮したうえで、所
要の品質が確保され
るように適切に施工す
る必要がある。

3 95.0○

一
般
競
争

技
術
提
案
評
価
型
（
Ｓ
型
）

－ ○ ○

本工事は、一般国道２
号西広島バイパスのう
ち、広島県広島市中区
大手町～広島市中区加
古町地内における橋梁
下部工事である。

工事延長　L=356m
橋梁下部 1式
鋼製橋脚 4基
（P29,P30,P33,P34）

鋼製橋脚は、上部構
造を確実に支持し、そ
の力を確実に下部構
造へ伝える非常に重
要な役割をもつ構造
物である。そのため、
施工の条件や施工時
の状態を考慮したうえ
で、所要の品質が確
保されるように適切に
施工する必要がある。

3 ○

一
般
競
争

○－ ○ 94.0

30.0 60.0○ 1

広
島
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

○

令和
れいわ

７年度
ねんど

西広島
にしひろしま

バイパス

観音橋高架橋第
かんおんばし　　　　こうかきょうだい

１下部工
かぶこうじ

事

本
官

一
般
土
木
工
事

－

橋
梁
下
部

○

令和
れいわ

７年度
ねんど

西広島
にしひろしま

バイパス

明治橋高架橋外鋼下部工
　　めいじばし こうかきょうほかこうかぶこうじ

事

本
官

2

広
島
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

鋼
橋
上
部
工
事

－

橋
梁
下
部

30.0 15.0 15.0 64.0

技
術
提
案
評
価
型
（
Ｓ
型
）

賃上げの実施

30.0

ニュー
マチック
ケーソン
基礎工
におけ
る生産
性向上
に関す
る施工
計画

加
算
点
合
計
②

①技術提案

合

計

技術提案

ニュー
マチック
ケーソン
本体の
品質・耐
久性向
上に関
する施
工計画

鋼製橋
脚工に
おける
生産性
向上に
関する
施工計
画

評価内容１ 評価内容２

- 0.030.0 60.0

鋼製橋
脚に係
る品質・
耐久性
向上に
関する
施工計
画

30.0




